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たかおかだより ７月 

                         （文責：佐藤） 高丘小 Facebookページ→ 

 

 

  ～ひびかせよう みんなの音を 笑顔で楽しもう 音楽会～ 

 

会場いっぱいの保護者や来賓の皆様に見守られ、子どもたちが仲間とともに練習を重ね

てきた合奏や合唱が鳴り響いた大変すてきな音楽会になりました。全校合唱や合唱団の発

表もふくめ、皆様から温かい拍手で会場を包んでいただきました。ありがとうございまし

た。 

  

全校合唱「ドレミのうた」 1年「ドレミとなかよし」 2年「たぬきの糸車」 

3年「あじさい」 4年「チキチキバンバン」 5年「『天国と地獄』序曲」 

6年「COSMOS」 合唱団「あおい天使」 全校合唱「空みあげて」 



「ルールやマナーはなんのためにあるのかな。考えられる人になろう」 

 みなさん、この写真は何か分かりますか。トイレットペー

パーホルダーですね。ペーパーが「多い方」と「少ない方」が

あります。皆さんは、「少ない方」と「多い方」どちらから使

いますか。（子どもたちに、1番「少ない方」２番「多い方」

３番「そんなこと考えたことはない」４番「その他」のどこ

かに手を挙げてもらう）校長先生は、パッと見て「多い方」

から使いがちでした。今、「少ない方」から使うという人が

たくさんいましたね。どうしてこんなことを聞いたかという

と、前、レストランに行ったときこんなお願いの紙が貼って

ありました。『お願い トイレットペーパーは少ない方から

使っていただけるとありがたいです』というメッセージです。

そこで、トイレットペーパーのホルダーを作っている会社のホームページを見てみると、

そこには、「～から使ってください」とは書いてありませんでした。「２つのうち、一つ

はシングルのペーパー、もう一つはダブルのペーパー」をはめてもいいですよ、とか「近

くのペーパーは子どもが使い、遠くのペーパーは大人が使ってもいいですよ」とありまし

た。どちらから使わなければいけないという決まりはいみたいですが、どうしてお店の人

は、『少ない方から使っていただけるとありがたいです』と書いたのでしょう。皆さん、

理由はわかりますか。 

 

 

 

校長先生が、「多い方」から使っていたのは、どこかで「少

ない方」から使ってしまうと、自分がトイレットペーパーを交

換するのが嫌だな、と思っていたのかもしれません。今、皆さ

んが言ってくれたように、「多い方」から使ってしまうと、両

方同時に終わってしまい、全くペーパーがない状態になってし

まうと困りますね。「少ない方」のペーパーから使ってもらっ

て、お店の人はお客さんが困らないように、必ずペーパーが一

つある状態で交換できるように考えてメッセージを貼ったか

もしれませんね。みんなが幸せになることを考えるのは大事だ

なと思いました。 

高丘小学校は１７４人で生活しています。「一人ではできな

いけれど、みんなでやったからできた」ことがありますね。音楽会があんなに素晴らしか

ったのもクラスみんな、１７４人みんな、そして、先生やお家の人も含めたみんなで力を

合わせて、心を合わせたからですね。一人でいるのは楽です。でも、みんなでいることも

素敵なことですね。一人ひとりが好きなことや楽しいことをすることも大事、また、学校

でみんなで力を合わせて、気持ちを合わせていくことも大事です。先ほどのトイレットペ

ーパーの話でも、「少ない方」から使うのはみんなが幸せになるためという理由がありま

した。校長先生は、「ルールやマナーは何のためにあるのか考えられる人になってほしい」

です。みんなが気持ちよく生活できる高丘小学校にするには、どうしたらいいでしょう。

自分はどうするか、自分で考えてみましょう。 

６月の校長講話から 

＜子どもたちの考え＞ 

・少ない方から使って、終わったらすぐ変えられるから ・もったいないから など 


